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 政府が整備する「デジタル・アーカイブ」と民間企業による営利ビジネスを上部構造と下

部構造に「上下分離」する（「上下分離」のコンセプトは鉄道などのインフラ整備に応用さ

れている）。 
 そして、「デジタル・アーカイブ」の構造自体を、上部構造である営利ビジネスのサイド

から利用しやすいように、あらかじめ営利ビジネスのプランを想定したうえで、制度設計す

ることが肝要。 
 基礎データとなる全国の美術館の「収蔵品データ」および「展覧会における出品作品デー

タ」に関しては、国立美術館等がアグリゲーター（役）となって、データの収集を行うこと

が期待される。 
 美術館サイドとしては、たとえば収蔵品や現在収蔵していないアーティスト等に対する

関心の度合い等を把握することができるため、そのようなニーズに応えた展示やサービス

を提供できる「対話する美術館」へと進化する契機となる。 
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下部構造としてのデジタル・アーカイブ（公共財） 

上部構造としての営利ビジネス 

：「ミュージアム・ナビ」 

「来月、東京に出張するのだが、その際に●●●

●を展示している美術館へ行きたいな」 

API（Application Programming Interface）開放 

「予約券を購入し当日は並ばないで入場したい」 

（「若冲展」の待ち時間は最長 4 時間！） 

「●●●●の作品について調べたい」 

（検索から類推したリコメンド情報も提供） 
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